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1わた したちの活動で長い

瀬集めた (一部預託もあ

りますが)レ ンタル用の

竿リール、ライフジャケッ

トを収めた金属製の物置

が高潮、高波に80モ言余 り

も押 し流 されて混ま じり

の崩で汚れ、物置は使用

不能にな りました。早速

翌日曜 日にどOFIの メンバーが

集まつて真水で沈浄 し、いま

は会員の倉庫に保管 して頂い

ています。

いずれはかt)め大橋 ドの高場
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明石タコ、香)||のイイダコ問題の現状と課題 宋田仁威
(大阪府釣リインストラクター連絡機構代表)

JOFI大阪会員のみなさま、この夏の記録的猛者の日々い

かがお過ごしでしたか.6月 初め以来、危険のある猛暑

と熱帯夜が続く中、さまざまな事件が起こりました。そ

の極め付きが8月15犀のスーパーボランティアによる行

方不明2歳児の発見です。彼の年齢は78歳だと言います

からわたしたちとあまり変わりません。警察、消防団な

ど捜索のブロ集集固と異なつた独自の祝点や、ボランティ

アに対する考え方ななどまことに敬般に値します。

そうこうするうちに大阪南港魚つり園護岸の損壊です。

に保管場所を移す計画ですが、高

1釣 り場では必ず

| ライフジャケッ
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ミ11■|■■|■||| | | | | | | | | | | | |■|

ン 保聾1牟金儀径梗璽転
旨九て二私ZrF埜琶口暫乳竹菅奮記号とご晋房釣りと、釣り場をとりまく水産資源の
)知識を普及させ、釣り技術と合わせ、釣り場での安全確保、釣り場でのルールマナーなどの

指導をおこなうことを目的とした活動のための公認資格です。

釣リインス トラクターの資格認定は、事業の主体である
一般社固法人 全日本釣り団体協議会が行います。

(http:′//www.zenttlri―jofi.or.jp)

平成節年度1公認釣リイ|シス‖ラフ|夕■資格試験|(犬阪会場)

受話受験 同時 平成30年12月15日 (士)～  平 成30年12月16日 (日)9:00～ 17:00

申込書受付及び払)△期間 平 成30年10月 1爵 (月)～  平 成30年11月30日 (金)老、着

受講受験会場  ヒ ューマンアカデミー大阪心斎橋校(大阪市中央区船場432御 堂筋MlDビル)

は工事中、駐車場は湖をかぶつて丸

高渡船さんが支度中であつたキャン

ピングハウスは波でな往左往し、せっ

かくの準備
一切が無駄になりました。

いずれ111亭が終了すればJO「Iの物置

場が用意されるはずです。

さて釣りをめぐる世界にもさまざまなことが起きていま

す、明石のタコ問題、香川のイイ|‐ダ■問題がいま表面化

している漁業者との問題で|すよ両者ともに睦からの釣り

には100去ラ以 ドは放すという|ル■ルー1以外は制限があり

ませんがボートからの的りには漁業者の側でかなりな反

うした問題に積極‐的に関与|して和解の手助けをするのが

全つり協の本来の役害1です。         |

ルール、マナーを守ろうその原点に戻つて積極的に話し

合っていかねば 「釣りを楽しむ自由Jカミ侵害されること

になる、それを支えているのが全つり協であり、JOFIの

活動なのです。ご協力をお願いします。
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瞬石沖のマダコ釣り 釣り人にマナい
‐が求められるは30-710

「明石沖マダコの捕獲制限やマナーJに 関する意見交

換会が、兵庫県水産行政や明石漁業関係者 ・遊漁者が出

席 (」OFI大阪から末用代表と辻会員が出席)し 、日本釣

振興会近畿地区支部会議室で開催されました。

昨年度も開催され、平成29年度取り組み状況の報告

① 「漁協指導船(3日間で約100隻に指導 ・届知実施)」

② 「海保による周知」などの海 L指導

③ 「報道関係による釣り遊漁ルールの啓発」

① 「タコ釣り遊漁ルールの関係施設への周知どを実施 し

たが改善はあまり見られていない。

多数のマイボー トなどを使用した釣りが行われ、漁船の

航行や漁業の妨げになつている.調 整規則で禁止されて

いる 「100g以下は放流するJ「 禁漁期以外でも一人10匹J

と決められているが、禁止されている小7tFllを多く釣りL

げ販売している者もいるとの報告がありました。

春の足音が聞こえる2月24田 (土)、 第14回

大阪湾フォーラム 「大阪湾もりもり,ある時～♪、ない

時～♪」力`大阪府立青少年海洋センター (淡輪)で 開催

されました。大阪湾沿岸で活動する市民や団体が一堂に

会し、情報を共有 し交換できる場として毎年1回開催さ

れています.

今回のフォーラムでは、せんなん里海公園に開館 した
“
しおさい楽習館

"設
立の経緯、活用について、大阪湾

の海藻に着日した大阪湾再生についての活動報告が行わ

れました,大 阪湾の海藻の標本展示では、同頃釣り場で

は海藻が生えている程度の感党しかありませんでしたが、

標本展示を見ることにより種類や違いを実感できました。

午後のシンポジュームでは、西鳥取小学校3年生による

また、一本の仕掛けにタコジグやタヨエギを数個つけ

て、数多く釣ろうとする釣り人もいるとのこと。今回の

意見交換会では、遊漁者と地元自治体や漁業関係者とよ

り協力して、実態を明確にして、海 に保安庁との連携を

密にして取り締まりを強化していく。

しかし各種団体に参画している釣り人には周知徹底がで

きても、以外の遊漁者に現在実施している施策の他、ど

のようにアピールし理解してもらうかが大きな課題であ

ると考えられます。 (報 告 辻 )
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第14回「ほつといたらあかんやん大阪湾フォーラム佃30-2/20

「アマモのあるぼくたちの海」の発表に大変感激し、

また高校生による各取り組みの発表、パネルディスカノ

ションなど今後の環境保

全活動の取り組みに参考

となるお話を聞けたこと

に大変有意義なものとな

りました。

私達」OF玉大阪t)、釣 り

人として釣り場の環境保護、釣り具の環境への影響等の

肖け減についての取り組み (活動)を 行つています。フォー

ラムに参加し大阪湾を 「ほつとけない」元気な市民や、

団体が一堂に集 う場で経験や情報、想いについて交流が

出来た一日であつたと思います。 (報 告 田 隅)

調査佃30-5/20

手製の網で、地引網体験が2回実施されハゼやメバル、

ベラなど7才から8ヤ前後を多数捕れました。

その後全員で、砂浜や岩場の生き物
一斉調査を行いまし

たが、十供達は大享びで生き物を捕まえていました.

正午から、近くの 「しおさい楽習館Jで 捕獲した魚、貝、

海藻類の説明が鍋島氏と松井氏により行われ、宋田代表

から水質調査の結果を参rjllされていた多数の方に報告し

ました。  (報 告 辻/写真 室井)

第11回大阪湾生き物一斉
1鋳i夕:光|を|と|ご醸愚 iと1で″場 鮭 勤 観 ど掘カ

午前8時30分から午後lF寺まで、6名のインス トラクター

が協力しました。フェンスが開錠されたので、石積護岩

の外側に出て釣 り具を準備 して開始です。
一人は石ゴカイとシラサエビで探 り釣 り、

一人はシラサ

エビでウキ釣 り、また
一人は虫エサで投げ釣 りと二者 iエ

様の釣 りを行 うほか別の3名は、水質調査のサーポー ト

を実施 し報告に備えました。

釣 リグルーブの釣果は、ベラ ・

メバル ・ガシラ ・アナハゼな

どを釣 り上げましたが、 ミニ

サイズがほとんどでした。

10時から岩場内側の砂浜では

の
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淡輪漁港水中清掃作業報告(H30-5/12)

日本釣振興会大阪府支部 ・漁米関係者 ・協

カダイバー(6名)・JOFI大阪インス トラクター(3名 )が

参加、総勢31名で淡輪漁港で水中清掃を実施.

この漁港は日本ボーイスカウト大1坂連盟なみはや地区

やかわち地区で実釣の開催場所であり、海底ゴミの量や

種類が大変気になつていました。協カダイバーが海に飛

び込み水中清掃を開始。 しかし、海底は泥が蓄積してお

分ほ ど続 け られそれ な

り手を伸ばしても底に届かないと

のことで、泥中にゴミがあるが見

つけるのが難 しく、特に小さなゴ

ミの回収はあまり出来ないとの話

でした。水中清掃作業は1時間30

～ 自然を守 り緑と太陽に恵まれた住みよいまちづくり～

第35回大和川石川クリーンキャン人一ン作戦は大阪府

ド65か所で開催。私達 3名 は、高打ギ林市石川金岡1大橋 ド

流石川グラン ドで参加協力 しました。開始時間 15分 前

に到着しましたが、広い河川敦には市職員が教名見当た

るだけを温かい飲み物を提供 してくれるテン トでの応援

者も手持ち無沙汰ようで、参加者を待つていました。

時間前で したが、参加の記念品とナイロン袋を受け取

り清掃作業を開始

しました.

9時過ぎ
｀
になると、

近 くの住民や富田

林市内の高校生、

ボーイスカウ ト

石川大清掃に参加m守っ

りのゴミが海底から引き揚げられました。今回も回収し

たゴミを分類し、重量を計測。分別内容は、釣り関連ゴ

ミ (釣り年5本、バッカン7個、撒き餌杓1個、 ウ キ1個、

重り1個、エギ2個)、 その他のゴミ (ベットボ トル4個、

カン541司、ビン6個、その他ワイヤーローブやスマホ)

など併せて、総重量80キ ロを回収。水中清掃活動は2回

日の参加で、釣 り人の

ゴミが多く引き上げら

れるかと思つていたが

少なくて安心しました。

(報告 :物記!)

の参加で河川敦は色とりどりの華やかな会場に変わって

いました,

しかし、開会式や回収ゴミ等の説明もなく始まつたので、

事や木の技など自然にかえることのできるものまで回収

されていました。

私達は自然にかえることのないヨンビニのビニール袋

や空き缶、発砲スチロールなどを分別回収しました。

ゴミは車が生い茂つている所も含め、非常に少なく感

じました。当日だけでなく地元人達の意識と活動されて

いる事を実感 しました,(報 告 中 島)

南港魚釣り公園で魚拓教室m刊 ～け〕

今年も南港魚釣 り園で魚拓教室を、5月6用 (口)から開始

しました。昨年好評で、釣 り因からの依頼があり開催 し

ました。当日は、釣 り日和で300人以 卜の来園者もあ り、

カタクチイワンが釣れだし子供達 t)大章びで、釣 りを堪

能 している様 子で じた。最初に中込があつたのは、10革
ン

前後のカタクテイワシの魚拓は、塩でヌメリを取る所か

ら子供 と保護者に見てもらいながら進めていきます。今

年初めてでもあるのと、天気が良かったためす ぐ乾いて

しまつたりして、なかなか思つたような魚柘を採ること

が出来ません.そ の問は、別のインストラクターが1文1鑑

でカタクチイワシのことや波止で釣れる危険な魚につい

て、子供と話をして時間を過 ごしています。

魚拓が出来ると、魚の名前 ・釣り人の名前や日付そして、

何センチかを筆で需いてもらいますが、筆が初めての子

供でt)大きな文字で書くことが出来ます。

今Hの 最年少は 2歳 で、母親が十供の手を取つて名前を

言き喜んでおられました。その後もアイナメの新手や メ

バルの25子ラが持ち込まれたりして、2時間で12枚の魚拓

を作成 しました。また、保護者

方に魚拓を入れる額を100円ショ

ブで購入し、今日の記念にして貰

うよう依頼 しました。保護者が子

供 とび)思いlliを残すことの喜びを

感 じておられるように思います。

(報告 辻 )
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東大阪市意岐部東小学校4年生遠足で南港魚つり園へ佃30-6/10

東大阪市意岐部東小学校4年生36名と学校関係者7名、

合計43名が遠足で初めて南港魚つ り園護岸へ来園.

挨拶 と紹介の後、教材 「スキスキフィッシングJに よ

り釣 りのルァル ・ライフジャケット着用の重要性、危険

な魚などの説明を15分問行い、釣 り体験をする班 ・大和

川河 口を見学学習する班2班に分かれ行動開始 しました。

釣 り班は、初めて釣 りを

す る児童 も多 く虫エサを

針 につけられ ない人が大

半で大変で したが、それ

な りσ光的果があ り釣 りの

喜びを体感 して くれたよ

うでしたc

今年のフィッシングショーOsAKAは、会場も広くなり

総入場者数は57,856人で昨年を3%上回りました。

2日には日本釣振興会環境委員会主催で 「ヤマメ ・アマ

ゴ親魚放流の可能性を探るJと 題 して 「渓流釣りの米来

を考えるシンポジューム」が6号館2階会議室で13時に鈴

木康友委員長の挨拶から始まり15時まで開催され満席の

盛況でした。4号館はファミリーで楽しめるコーナーう

きうきイベントホールとして、了̂供お祭 り広場やマス釣

り体験ができるコーナーも二か所あり、多くの人が釣り

を体験できるよう企画されていました。平成29年度大阪

湾で釣れた魚の大物の表彰

式も行われ、多くの方が受

賞され賞状と賞品を手にさ

れていました。

「第22回定期総会」が、とューマンアカデミー

大阪心斎橋校で開催されました。開会の言葉に続き、元

大阪東支部長等を長年務めていただいた近藤幹雄氏が昨

年10月に亡くなられたことを受け、全員で黙蒲を行いま

した。来田代表の 「今年も開会できた喜びを会員全員で

受け止め、新しい年度に向かつて進んで行こう」との挨

拶に続き、食日本釣り団体協議会綿井良降常務理事から

は、挨拶と本部の現状況や今後についてのお話しをいた

だきました。塩見孝男禅談役からは、今後の」OFIおお

フィッシングショーOSA KA2018開催佃30-2/3～2/0

大和川河日への案内と 「大和川から海へのつながりと生

き物を守るJを テーマとして、大和川の歴史と共に海運

交通路として活用されたことなどと、
/1N域に棲む多くの

生物 と命の大切さを話 しました。

当日の釣果はアイナメ9匹、ハゼ 1匹、ガザ ミ1匹、 ヒ

トデ3匹で したが、特に釣 りに対 して児童が積極的に行

動 し喜ぶ姿に、1時間在園を延長されました。最後に児

童達からお礼の言葉があり、インス トラクターも日頃と

は違 う釣 り教室を堪能 していました。 (報告 石 川)

毎年人気のある仕掛け&釣り方教室は今年も午前中で満

席となってしまい、残念ながら受講できない入場者モ)多

く78Lられました。私達釣 リインス トラクターは、同4号

館で 「波止釣 り教室」 「船釣り教室」6号館 Bゾ ーン大

阪府美化安全協会で大阪湾の現状を説明したり、十供達

には 「缶バッチ」の作成を支援しましたが、入場者の方

と釣 りの話 していると、昨年よ

りt)っと多くの人場者があつた

ように感 じました,

(報告 4///J部)

さかをどう進めていくべきか、会員増員への提案を含め

た挨拶をいただきました。また、当会の円滑な運営に多

大なご貢献をいただいた大磨勇大阪北副支部長には、特

別表彰として感謝状を贈らせて

いただきました。議長に山崎勝

彦相談役を選出し、 F承 を求め

る事項から議事に入 り、議案は

全て満場一致で了承されました。

(報告 室 井)

第22回JOFIおおさか定時総会を開催佃30-3/翔

ダ
||IW料
|1出暢
1戦
撃響四蝉櫻‖雫‖増挫肥IΨ岩銚明弊拶賢ドリツツ型蝶鰈

||1逸

昌  昌橿骨 1:チ:告骨lll塗路圏文チ努多;上員7東丞
園釣り教室
 昌http://jOfi―osaka.com

亀 1 川ぃ . . ‖ ド ‖ 叫 柵 冊 附 脚 剛 欄 ‖ 旧 ■ !

4

‖ ■ 出 ! ‖ ‖ ‖ ‖ ‖ ‖ ‐ W 珊 川 ‖ 剛 珊 I I F

OF10SAKA


